


































































































































(4) Muller-Freienfels. Die Vertretung bein Rechtsgeschaft (1955) S.392. 
(5 ) 佐久間毅・代理取引の保護法理53頁参照 (2003年・有斐閣)。
(6 ) 民法(債権法)改正検討委員会編・前掲書177頁。
(7) 民法(債権法)改正検討委員会編・前掲害180買。





























































(2) Muller-Frei巳nf巴ls.丘ntferungenund Anna"herungen der angro-
amerikanischen und kontinentaleuropa"ischen Vertretungsrecht 1985 W. 
ミューラーフライエンフェルス(奥田訳)・前掲(ー)12頁。なお.O.W.Holmes. 






































































































































































































































































































































































































































































































[3.2.l6.04]。これは. B (要約者・代理人)・ C (諾約者・相手方)間での






















































































































































































































































































































































































































(1) 樋口・前掲書48頁， 48頁以下参照 (WarrenSeavey， Law of Agency IX 
(Preface) (West Pub.l964)。
( 2 ) AGENCY， P ARTNERSHIP， LLCs AND CORPORA TIONS (Thoms onl 
Foundation Press 2008)。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4) 拙稿・任意代理基礎理論213頁 (1990年・成文食). 
(5) このことにつき検討したのが，拙稿・前掲(法律時報81巻4号)105頁以
下と，前掲(法律時報82巻7号)88頁以下である。とくに，拙稿・前掲(法
律論叢83巻l号)57頁注(122)参照。
(6) これまでは.1関与意思Jと呼んできた拙稿・前掲(法律時報82巻7号93頁)
が，ピジネスモデルへの参画とみるのが妥当と思われることから「参画意思」
に改める。
(7) 拙稿・前掲(法律時報82巻7号)93頁以下。
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